
自慢のプラカードで景品狙う

▲〝ウグイス嬢〟経験
者の矢山さんと初体
験の奥野さんがハン
ドマイクでシュプレ
ヒコールを先導
　子どもたちの行動
に観光客も快く署名
してくれました

▶

　福厚労では各分会で職場毎
に作成した手作りの朝ビラを
毎日組合員に配布して、春闘
の雰囲気を盛り上げています。
写真のビラは鹿島分会のもの。
配布風景は白河分会です。

福厚労・春闘朝ビラに全力福厚労・春闘朝ビラに全力福厚労・春闘朝ビラに全力

　
４
月
７
日
、
富
厚
労
12
春
闘
勝

利
決
起
集
会
が
富
山
市
サ
ン
シ
ッ

プ
と
や
ま
で
、
約
２
８
０
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
馴
染
み

の
「
青
年
行
動
隊
」
に
よ
る
「
し

あ
わ
せ
の
う
た
」
斉
唱
に
始
ま
り
、

春
闘
を
た
た
か
う
５
本
の
決
議
の

他
、
闘
争
宣
言
と
春
闘
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
採
択
し
、
４
人
の
青
年
組
合

員
が
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

　
４
年
目
に
な
る
高
岡
病
院
の
橘

さ
ん
は
「
私
に
と
っ
て
給
与
は
、

〝
少
女
時
代
〞
の
Ｃ
Ｄ
や
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
趣
味
に
必
要
で
す
。
給

与
を
上
げ
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
幸

せ
に
な
れ
る
職
場
に
し
た
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
南
部
執
行
委
員
長

を
先
頭
に
「
が
ん
ば
ろ
う
」
の
歌

を
皆
で
斉
唱
し
、
団
結
し
て
闘
う

決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

春闘勝利決起集会春闘勝利決起集会富山で

　
桜
の
時
期
に
20
年
以
上
続
け
て

い
る
広
厚
労
の
白
衣
デ
モ
が
４
月

７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
も
含
め
て
１
３
０

名
が
参
加
。
バ
ル
ー
ン
や
鯉
の
ぼ

り
な
ど
の
グ
ッ
ズ
や
職
場
毎
に
作

成
し
た
手
製
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
出
発
時
点
で
パ
ラ
パ
ラ
と
小
雨

が
降
っ
た
も
の
の
、
皆
さ
ん
の
想

い
が
通
じ
た
の
か
雨
は
す
ぐ
に
止

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
市
役
所
か
ら

商
店
街
を
抜
け
て
尾
道
駅
前
ま
で

の
コ
ー
ス
で
、
お
店
の
方
や
通
行

人
に
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
な
が
ら

「
地
域
医
療
守
ろ
う
」「
夜
勤
を
減

ら
し
て
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
駅
前
で

は
職
場
毎
に
分
か
れ
て
「
増
員
署

名
」
を
集
め
ま
し
た
。
観
光
客
等

に
声
を
か
け
、
署
名
を
し
て
く
れ

た
人
に
は
ア

メ
の
入
っ
た

小
袋
を
手
渡

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち

も
熱
心
に
集

め
て
く
れ
て
、

駅
構
内
ま
で

入
っ
て
声
を

か
け
て
く
れ

る
グ
ル
ー
プ

も
。
本
人
は

仕
事
で
参
加

で
き
な
か
っ

た
け
れ
ど
も
「
お
母
さ
ん
に
楽
に

な
っ
て
欲
し
い
」
と
自
ら
デ
モ
・

署
名
行
動
参
加
を
志
願
し
た
中
学

生
の
子
も
い
ま
し
た
。
20
分
余
の

行
動
で
１
３
８
筆
を
集
約
し
ま
し

た
。（
写
真
　
右
下
）

　
徳
島
で
は
４
月
14
日
に
白
衣
デ

モ
を
行
い
ま
し
た
。
厚
生
連
３
病

院
の
他
、
医
労
連
か
ら
の
支
援
者

も
含
め
、
約
２
４
０
名
が
集
ま
り
、

徳
島
駅
前
か
ら
厚
生
連
本
所
ま
で

の
約
２
・
７
キ
ロ
を
職
場
毎
に
作

成
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
を

持
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
デ
モ
に
は
、
地
元
の
仁

木
博
文
衆
議
院
議
員
（
民
主
党
・

阿
南
共
栄
病
院
の
あ
る
徳
島
３
区

選
出
）
が
参
加
す
る
予
定
で
し
た

が
、
13
日
の
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
で
急
遽
予
定
が
変
わ
り
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
の
挨
拶
と
な
り
ま
し

た
。
仁
木
議
員
は
医
師
で
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
署
名
の
賛
同
議
員
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
議

員
か
ら
は
、「
真
に
働
き
が
い
の

あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
環
境
の
実

現
目
指
し
て
、
と
も
に
手
を

携
え
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

春
闘
勝
利
に
向
け
、
心
ひ
と

つ
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と

力
強
い
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
デ
モ
終
了
後
の
終
結
集
会

で
は
恒
例
の
プ
ラ
カ
ー
ド
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
地
元
の
徳
島
新
聞
・
四

国
放
送
が
取
材
し
、
当
日
の

夕
刊
や
夜
の
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス

で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
　
左
上
）

子
ど
も
た
ち
も

署
名
集
め
に
奔
走

子
ど
も
た
ち
も

署
名
集
め
に
奔
走

新
聞
・
テ
レ
ビ
も
取
材
に

市
民
・
県
民
に
ア
ピ
ー
ル

新
聞
・
テ
レ
ビ
も
取
材
に

市
民
・
県
民
に
ア
ピ
ー
ル

白衣でアピール白衣でアピール白衣でアピール
地域医療守れ、看護師ふやせ地域医療守れ、看護師ふやせ

【1面】広島・徳島で白衣デモ
　　　富山・決起集会・福島・朝ビラ
【2面】労働組合に入って一緒に成長
【3面】診療報酬改定の狙いと動向
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産
前
産
後
休
暇
中
の
賃
金
は
労

使
の
取
り
決
め
に
よ
り
有
給
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
2
月
号

で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
広

ま
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
年
次
有
給
休
暇
（
年
休
）を
使
っ

て
少
し
で
も
賃
金
を
も
ら
え
れ
ば

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
産
前
産
後

休
暇
は
「
就
業
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
す
で
に
労
働
の
義
務

が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申

請
後
は
年
休
を
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
行
政
通
達
で
も

「
会
社
に
対
し
て
全
く
労
働
の
義

務
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場

合
に
お
い
て
、
休
職
発
令
さ
れ
た

者
が
年
休
を
請
求
し
た
と
き
は
、

労
働
義
務
が
な
い
日
に
つ
い
て
年

休
を
取
得
す
る
余
地
が
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
休
職
者
は
年
休

請
求
権
の
行
使
が
で
き
な
い
と
解

す
る
（
基
発
1
4
5
6
号
）」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
労
使
交
渉
で
有
給
に
変
え
る
取

り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 産前産後休暇中は無給となっている職場なので
かわりに年次有給休暇を申請した

×
AAA

現在の一般病棟入院基本料等の病床数
＜2010（H22）年の病床数＞ ＜2025(H37)年のイメージ＞

保険局医療課調べ

長期療養（28万）

亜急性期等（26万）

一般急性期（35万）

高度急性期（18万）７対１

10対１

13対１

15対１

療養病棟

328,518床

248,606床

33,668床

66,822床

213,462床

図表2

図表1 診療報酬における社会保障改革の実現に向けたスケジュール（粗いイメージ）
      2012年   2014年   2016年   2018年   2020年   2022年   2024年 2025年

方
向
性

①医療機関の機能の明確化と連携の強化
②医療機関と在宅／介護施設との連携強化
③医療提供が困難な地域に配慮した医療提供体制の構築

改
定
（
予
定
）

検
討
内
容

入
院 ○高度急性期、一般急性期、亜急性期等の患者の状態に応じた診療報酬体系の検討・実施

○地域に密着した病床における、高度急性期医療から亜急性期医療までの一体的な対応に対する評価を検討・実施

外
来 ○外来受診の役割分担に向けた評価の検討・実施

 専門医療機関等における、専門的な外来やセカンド・オピニオン等の評価を検討・実施
 診療所等と地域の拠点病院が連携をして外来受診を行っていることへの評価を検討・実施 等

在
宅 ○在宅医療を担う診療所等の機能強化等を行うための評価を検討・実施

○在宅を担う医療機関と外来を行う医療機関が連携をとって継続的な診療を行うことについての評価の検討・実施 等

診療報酬の体系的見直し　　　　　　　　　　　　　　　機能分化・連携・地域特性の明確化

▷
▷

診療報酬・介護報酬
同時改定①

診療報酬改定①

診療報酬改定②

診療報酬・介護報酬
同時改定②

診療報酬・介護報酬
同時改定③

診療報酬改定③

診療報酬改定④

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
の
実
現

●労働者ならだれでも入れる
　雇われて働き賃金を受けとる人＝労働者であれば正規雇用でも、パート雇用でも、ど
んな宗教を信じていても入ることができます

●みんなで話し合って要求を決め、団結して行動する
　自分たちの職場で不満に思っていることや困っている事を出し合って、要求としてま
とめて実現するために活動しています

●使用者と対等な立場でモノが言える
　労働者は一人ひとりでは労働者を雇って働かせる人＝使用者に太刀打ちできませんが
労働組合であれば使用者は話し合いに応じる義務があります

●組合員は誰でも意見を表明でき、何かを決める時も平等
　どんな要求をするか、どんなたたかい方をするか労働組合では組合員の意見を持ち
寄ってしっかり話し合い、時には投票をしてきめます

●労働者の健康と生活を守る
　私たちはみな健康で文化的な生活を営む権利＝生存権（憲法25条）を持っています。
やりがいを持って働き、趣味やスポーツも楽しめるような労働条件を求めています

●みんなで力を合わせて労働条件を変える
　一人で声をあげてもなかなか通らない事でも、みんなの声を束ねて力を合わせること
でより良い労働条件を勝ち取ることができます

●労働者の権利と雇用を守る
　生理休暇・年次有給休暇取得や残業代の請求など労働者の当たり前の権利をキチンと
行使できる環境を作り、働き続けられる職場にしています

●患者さん・地域住民のために行動する
　労働組合として使用者と交渉するだけではなく、患者さんや地域住民の方々が利用し
やすい病院・施設にするために制度改善を求めて行政や議員に働きかけを行っています。

す
で
に
労
働
の
義
務
が
免
除
さ
れ
て
い
る
の
で

年
次
有
給
休
暇
は
取
得
で
き
ま
せ
ん

全厚労
108病院
約30,500名の
組合員

全国の厚生連病院で働く
仲間の労働組合

医労連
47都道府県
すべてで
約17万人

日本唯一の医療・介護
労働者の産業別労働組合

労働者同士の助け合いの組織労働者同士の助け合いの組織

「
退
院
調
整
加
算
」
の
新
設
な
ど
、

か
な
り
誘
導
的
な
報
酬
改
定
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

背
景
に
は

「
市
場
化
」
の
動
き

　
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
に
よ

る
誘
導
で
、
病
院
の
機
能
分
化

と
医
療
・
介
護
の
連
携
を
取
り

な
が
ら
、「
病
院
中
心
を
生
活

中
心
に
シ
フ
ト
し
、
医
療
費
も

少
な
く
て
済
む
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
」「
自
宅
や
〝
居
宅
〞
な

ど
の
生
活
の
場
で
、
医
療
や
介

護
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
体
制

を
基
本
と
す
る
」（
２
０
０
６
年
、

辻
哲
夫
・
厚
労
省
事
務
次
官
）

と
い
う
こ
と
が
「
医
療
改
革

法
」
で
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
民
主
党
政
権
の
「
新
成

長
戦
略
」
の
中
で
も
、
医
療
・

介
護
を
経
済
成
長
の
牽
引
車
と

し
て
位
置
づ
け
、
20
年
ま
で
に

新
規
市
場
50
兆
円
（
医
療
25
兆

円
、
介
護
12
兆
円
、
健
康
サ
ー

ビ
ス
12
兆
円
な
ど
）、
新
規
雇

用
２
８
４
万
人
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
公

的
保
険
適
用
枠
を
抑
え
、
縮
小

し
な
が
ら
医
療
需
要
は
増
や
し

て
い
く
も
の
の
、
そ
の
負
担
は

国
民
・
患
者
負
担
に
し
て
い
く

＝
営
利
化
し
て
い
く
と
い
う
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
も
念
頭
に
置
い
た
戦

略
も
見
え
て
い
ま
す
。

　
病
院
か
ら
地
域
、
生
活
へ
と

い
う
こ
と
自
体
は
間
違
い
で
は

な
い
で
し
ょ
う
が
、
多
く
の
地

域
の
実
態
は
病
院
か
ら
「
出
さ

れ
た
」
患
者
を
受
け
止
め
る
状

況
に
は
な
く
、
行
き
場
を
失
う

患
者
が
大
量
に
溢
れ
、
家
庭
や

地
域
の
中
で
孤
立
す
る
事
態
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
地
域
や
現
場
の
実
態
に
応
じ

た
対
応
を
求
め
、
私
た
ち
医
療

労
働
者
自
ら
が
声
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
12
年
４
月
か
ら
診
療
報
酬
と

介
護
報
酬
の
同
時
改
定
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
概
要
は
ご
存
じ
の

通
り
、
ネ
ッ
ト
（
全
体
）
で
は

＋
０
．
０
０
４
％
（
＋
16
億
円
、

う
ち
国
費
負
担
分
は
４
億
円
）。

診
療
報
酬
本
体
で
５
５
０
０
億

円
の
増
額
と
な
り
、
う
ち
医
科

に
は
４
７
０
０
億
円
が
振
り
向

け
ら
れ
ま
し
た
。「
医
療
従
事

者
の
負
担
軽
減
」
に
は
１
２
０

０
億
円
が
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

「一体
改
革
」
に
向
け
た

第一歩
と
位
置
づ
け

　
現
在
、
政
府
は
「
税
と
社
会

保
障
の
一
体
改
革
」
で
消
費
税

増
税
に
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
一
方
の
社
会
保
障
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、

入
院
か
ら
在
宅
、
医
療
か
ら
介

護
へ
の
方
針
を
強
化
し
、
高
齢

化
社
会
に
必
要
な
費
用
と
体
制

を
強
化
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

医
療
・
介
護
給
付
費
の
削
減
と

医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
抑
制

へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
25
年
ま
で
に
７

回
実
施
さ
れ
る
診
療
報
酬
改
定

と
３
回
実
施
さ
れ
る
介
護
報
酬

と
の
同
時
改
定
を
見
通
し
た
計

画
を
立
て
、
そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
達
成
の
第
一
歩
と
し
て
今
回

の
同
時
改
定
を
位
置
づ
け
て
い

る
の
で
す
（
図
表
１
）。

７
対
１
算
定
要
件
を
厳
格
に

機
能
分
化
を
誘
導

　
現
在
の
一
般
病
床
で
約
半
分

が
７
対
１
看
護
を
算
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
政
府
は
25
年
の

病
床
配
置
を
イ
メ
ー
ジ
（
図
表

２
）
し
て
、
７
対
１
入
院
基
本

料
の
算
定
要
件
を
厳
格
化
（
平

均
在
院
日
数
を
19
日
↓
18
日
以

内
に
、
看
護
必
要
度
を
１
割
↓

１
・
５
割
以
上
へ
）
し
、
算
定

し
に
く
い
よ
う
に
誘
導
。
但
し
、

次
回
改
定
ま
で
２
年
間
の
経
過

措
置
を
設
け
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
入
院
基

本
料
と
特
定
入
院

料
が
そ
れ
ぞ
れ
11

点
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
一
方

で
栄
養
管
理
実
施
加
算
（
12

点
）
と
褥
瘡
患
者
管
理
加
算

（
20
点
）
が
入
院
基
本
料
に
包

括
化
さ
れ
ま
し
た
。

勤
務
医
の
負
担
軽
減
や

看
護
補
助
者
へ
の
評
価

　
勤
務
医
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
こ
れ
ま
で
８
項
目
あ
っ
た
算

定
要
件
に
新
た
に
７
項
目
を
追

加
し
た
り
、
医
療
ク
ラ
ー
ク
を

配
備
す
る
「
医
師
事
務
作
業
補

助
体
制
加
算
」
に
「
30
対
１
」

（
４
１
０
点
）
と
「
40
対
１
」（
３

３
０
点
）
を
追
加
。
ま
た
「
急

性
期
看
護
補
助
加
算
」
の
算
定

基
準
も
変
更
さ
れ
、「
25
対
１
」

の
新
設
（
補
助
者
５
割
以
上
１

６
０
点
、
５
割
未
満
１
４
０
点
）

や
夜
間
看
護
補
助
者
へ
の
配
置

に
つ
い
て
も
基
準
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
引
き
上
げ
や

早
期
退
院
を
促
進
す
る
た
め
の

‘12
診
療
報
酬
改
定
の
狙
い
と
動
向

‘12
診
療
報
酬
改
定
の
狙
い
と
動
向

6月29日（金）～7月1日（日）6月29日（金）～7月1日（日）

くわしくは組合事務所までお問い合わせください

36,000円（オプショナル別・Tシャツ付）
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t
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1
1
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労
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学
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に
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一
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学
び
成
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き
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産
前
産
後
休
暇
中
の
賃
金
は
労

使
の
取
り
決
め
に
よ
り
有
給
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
2
月
号

で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
広

ま
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
年
次
有
給
休
暇
（
年
休
）を
使
っ

て
少
し
で
も
賃
金
を
も
ら
え
れ
ば

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
産
前
産
後

休
暇
は
「
就
業
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
す
で
に
労
働
の
義
務

が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申

請
後
は
年
休
を
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
行
政
通
達
で
も

「
会
社
に
対
し
て
全
く
労
働
の
義

務
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場

合
に
お
い
て
、
休
職
発
令
さ
れ
た

者
が
年
休
を
請
求
し
た
と
き
は
、

労
働
義
務
が
な
い
日
に
つ
い
て
年

休
を
取
得
す
る
余
地
が
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
休
職
者
は
年
休

請
求
権
の
行
使
が
で
き
な
い
と
解

す
る
（
基
発
1
4
5
6
号
）」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
労
使
交
渉
で
有
給
に
変
え
る
取

り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 産前産後休暇中は無給となっている職場なので
かわりに年次有給休暇を申請した

×
AAA

現在の一般病棟入院基本料等の病床数
＜2010（H22）年の病床数＞ ＜2025(H37)年のイメージ＞

保険局医療課調べ

長期療養（28万）

亜急性期等（26万）

一般急性期（35万）

高度急性期（18万）７対１

10対１

13対１

15対１

療養病棟

328,518床

248,606床

33,668床

66,822床

213,462床

図表2

図表1 診療報酬における社会保障改革の実現に向けたスケジュール（粗いイメージ）
      2012年   2014年   2016年   2018年   2020年   2022年   2024年 2025年

方
向
性

①医療機関の機能の明確化と連携の強化
②医療機関と在宅／介護施設との連携強化
③医療提供が困難な地域に配慮した医療提供体制の構築

改
定
（
予
定
）

検
討
内
容

入
院 ○高度急性期、一般急性期、亜急性期等の患者の状態に応じた診療報酬体系の検討・実施

○地域に密着した病床における、高度急性期医療から亜急性期医療までの一体的な対応に対する評価を検討・実施

外
来 ○外来受診の役割分担に向けた評価の検討・実施

 専門医療機関等における、専門的な外来やセカンド・オピニオン等の評価を検討・実施
 診療所等と地域の拠点病院が連携をして外来受診を行っていることへの評価を検討・実施 等

在
宅 ○在宅医療を担う診療所等の機能強化等を行うための評価を検討・実施

○在宅を担う医療機関と外来を行う医療機関が連携をとって継続的な診療を行うことについての評価の検討・実施 等

診療報酬の体系的見直し　　　　　　　　　　　　　　　機能分化・連携・地域特性の明確化

▷
▷

診療報酬・介護報酬
同時改定①

診療報酬改定①

診療報酬改定②

診療報酬・介護報酬
同時改定②

診療報酬・介護報酬
同時改定③

診療報酬改定③

診療報酬改定④

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
の
実
現

●労働者ならだれでも入れる
　雇われて働き賃金を受けとる人＝労働者であれば正規雇用でも、パート雇用でも、ど
んな宗教を信じていても入ることができます

●みんなで話し合って要求を決め、団結して行動する
　自分たちの職場で不満に思っていることや困っている事を出し合って、要求としてま
とめて実現するために活動しています

●使用者と対等な立場でモノが言える
　労働者は一人ひとりでは労働者を雇って働かせる人＝使用者に太刀打ちできませんが
労働組合であれば使用者は話し合いに応じる義務があります

●組合員は誰でも意見を表明でき、何かを決める時も平等
　どんな要求をするか、どんなたたかい方をするか労働組合では組合員の意見を持ち
寄ってしっかり話し合い、時には投票をしてきめます

●労働者の健康と生活を守る
　私たちはみな健康で文化的な生活を営む権利＝生存権（憲法25条）を持っています。
やりがいを持って働き、趣味やスポーツも楽しめるような労働条件を求めています

●みんなで力を合わせて労働条件を変える
　一人で声をあげてもなかなか通らない事でも、みんなの声を束ねて力を合わせること
でより良い労働条件を勝ち取ることができます

●労働者の権利と雇用を守る
　生理休暇・年次有給休暇取得や残業代の請求など労働者の当たり前の権利をキチンと
行使できる環境を作り、働き続けられる職場にしています

●患者さん・地域住民のために行動する
　労働組合として使用者と交渉するだけではなく、患者さんや地域住民の方々が利用し
やすい病院・施設にするために制度改善を求めて行政や議員に働きかけを行っています。

す
で
に
労
働
の
義
務
が
免
除
さ
れ
て
い
る
の
で

年
次
有
給
休
暇
は
取
得
で
き
ま
せ
ん

全厚労
108病院
約30,500名の
組合員

全国の厚生連病院で働く
仲間の労働組合

医労連
47都道府県
すべてで
約17万人

日本唯一の医療・介護
労働者の産業別労働組合

労働者同士の助け合いの組織労働者同士の助け合いの組織

「
退
院
調
整
加
算
」
の
新
設
な
ど
、

か
な
り
誘
導
的
な
報
酬
改
定
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

背
景
に
は

「
市
場
化
」
の
動
き

　
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
に
よ

る
誘
導
で
、
病
院
の
機
能
分
化

と
医
療
・
介
護
の
連
携
を
取
り

な
が
ら
、「
病
院
中
心
を
生
活

中
心
に
シ
フ
ト
し
、
医
療
費
も

少
な
く
て
済
む
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
」「
自
宅
や
〝
居
宅
〞
な

ど
の
生
活
の
場
で
、
医
療
や
介

護
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
体
制

を
基
本
と
す
る
」（
２
０
０
６
年
、

辻
哲
夫
・
厚
労
省
事
務
次
官
）

と
い
う
こ
と
が
「
医
療
改
革

法
」
で
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
民
主
党
政
権
の
「
新
成

長
戦
略
」
の
中
で
も
、
医
療
・

介
護
を
経
済
成
長
の
牽
引
車
と

し
て
位
置
づ
け
、
20
年
ま
で
に

新
規
市
場
50
兆
円
（
医
療
25
兆

円
、
介
護
12
兆
円
、
健
康
サ
ー

ビ
ス
12
兆
円
な
ど
）、
新
規
雇

用
２
８
４
万
人
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
公

的
保
険
適
用
枠
を
抑
え
、
縮
小

し
な
が
ら
医
療
需
要
は
増
や
し

て
い
く
も
の
の
、
そ
の
負
担
は

国
民
・
患
者
負
担
に
し
て
い
く

＝
営
利
化
し
て
い
く
と
い
う
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
も
念
頭
に
置
い
た
戦

略
も
見
え
て
い
ま
す
。

　
病
院
か
ら
地
域
、
生
活
へ
と

い
う
こ
と
自
体
は
間
違
い
で
は

な
い
で
し
ょ
う
が
、
多
く
の
地

域
の
実
態
は
病
院
か
ら
「
出
さ

れ
た
」
患
者
を
受
け
止
め
る
状

況
に
は
な
く
、
行
き
場
を
失
う

患
者
が
大
量
に
溢
れ
、
家
庭
や

地
域
の
中
で
孤
立
す
る
事
態
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
地
域
や
現
場
の
実
態
に
応
じ

た
対
応
を
求
め
、
私
た
ち
医
療

労
働
者
自
ら
が
声
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
12
年
４
月
か
ら
診
療
報
酬
と

介
護
報
酬
の
同
時
改
定
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
概
要
は
ご
存
じ
の

通
り
、
ネ
ッ
ト
（
全
体
）
で
は

＋
０
．
０
０
４
％
（
＋
16
億
円
、

う
ち
国
費
負
担
分
は
４
億
円
）。

診
療
報
酬
本
体
で
５
５
０
０
億

円
の
増
額
と
な
り
、
う
ち
医
科

に
は
４
７
０
０
億
円
が
振
り
向

け
ら
れ
ま
し
た
。「
医
療
従
事

者
の
負
担
軽
減
」
に
は
１
２
０

０
億
円
が
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

「一体
改
革
」
に
向
け
た

第一歩
と
位
置
づ
け

　
現
在
、
政
府
は
「
税
と
社
会

保
障
の
一
体
改
革
」
で
消
費
税

増
税
に
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
一
方
の
社
会
保
障
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、

入
院
か
ら
在
宅
、
医
療
か
ら
介

護
へ
の
方
針
を
強
化
し
、
高
齢

化
社
会
に
必
要
な
費
用
と
体
制

を
強
化
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

医
療
・
介
護
給
付
費
の
削
減
と

医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
抑
制

へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
25
年
ま
で
に
７

回
実
施
さ
れ
る
診
療
報
酬
改
定

と
３
回
実
施
さ
れ
る
介
護
報
酬

と
の
同
時
改
定
を
見
通
し
た
計

画
を
立
て
、
そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
達
成
の
第
一
歩
と
し
て
今
回

の
同
時
改
定
を
位
置
づ
け
て
い

る
の
で
す
（
図
表
１
）。

７
対
１
算
定
要
件
を
厳
格
に

機
能
分
化
を
誘
導

　
現
在
の
一
般
病
床
で
約
半
分

が
７
対
１
看
護
を
算
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
政
府
は
25
年
の

病
床
配
置
を
イ
メ
ー
ジ
（
図
表

２
）
し
て
、
７
対
１
入
院
基
本

料
の
算
定
要
件
を
厳
格
化
（
平

均
在
院
日
数
を
19
日
↓
18
日
以

内
に
、
看
護
必
要
度
を
１
割
↓

１
・
５
割
以
上
へ
）
し
、
算
定

し
に
く
い
よ
う
に
誘
導
。
但
し
、

次
回
改
定
ま
で
２
年
間
の
経
過

措
置
を
設
け
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
入
院
基

本
料
と
特
定
入
院

料
が
そ
れ
ぞ
れ
11

点
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
一
方

で
栄
養
管
理
実
施
加
算
（
12

点
）
と
褥
瘡
患
者
管
理
加
算

（
20
点
）
が
入
院
基
本
料
に
包

括
化
さ
れ
ま
し
た
。

勤
務
医
の
負
担
軽
減
や

看
護
補
助
者
へ
の
評
価

　
勤
務
医
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
こ
れ
ま
で
８
項
目
あ
っ
た
算

定
要
件
に
新
た
に
７
項
目
を
追

加
し
た
り
、
医
療
ク
ラ
ー
ク
を

配
備
す
る
「
医
師
事
務
作
業
補

助
体
制
加
算
」
に
「
30
対
１
」

（
４
１
０
点
）
と
「
40
対
１
」（
３

３
０
点
）
を
追
加
。
ま
た
「
急

性
期
看
護
補
助
加
算
」
の
算
定

基
準
も
変
更
さ
れ
、「
25
対
１
」

の
新
設
（
補
助
者
５
割
以
上
１

６
０
点
、
５
割
未
満
１
４
０
点
）

や
夜
間
看
護
補
助
者
へ
の
配
置

に
つ
い
て
も
基
準
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
引
き
上
げ
や

早
期
退
院
を
促
進
す
る
た
め
の

‘12
診
療
報
酬
改
定
の
狙
い
と
動
向

‘12
診
療
報
酬
改
定
の
狙
い
と
動
向

6月29日（金）～7月1日（日）6月29日（金）～7月1日（日）

くわしくは組合事務所までお問い合わせください

36,000円（オプショナル別・Tシャツ付）

長野市松代
信州松代ロイヤルホテル

信州の地で平和を想う信州の地で平和を想う信州の地で平和を想う
2012年

K
’s 

s
ta
t
io
n   

i
n
三
重
に
て

…
全
国
の
仲
間
と
交
流
で
き
る

2
0
1
1
年
労
働
学
校
に
て

…
一
緒
に
学
び
成
長
で
き
る

長
野
駅
前
で
の
青
年
宣
伝

…
広
く
訴
え
て
よ
り
よ
い
病
院
を
つ
く
る

Tシャツ
図案

善光寺

松代
大本営
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　知らなければ権利を主張することもできません。「もっ
と休みが欲しい」「賃金をあげてほしい」など私たちの要
求実現には社会の見方や運動の方法など労働者としての
学習が必要です。
　勉強は苦手！と言う人でも仲間と一緒にワイワイと楽し
く、悩みも出しながら学習できる「勤労者通信大学」の
受講をぜひお勧めします。
　コースは労働者としての権利知識が学べる「労働組合
コース」と社会の根本を見抜く力がつく「基礎コース」の
2つがあります。

希望ある未来のために、
あなたも“行動する知性派”に!

勤労者通信大学
2012年度受講生募集中

「資本主義の限界」を根源から探る

労働者の使い捨てに怒りの声を
★受講料 基礎 15,000円　労組 12,000円

〒113-0034 東京都文京区湯島2-4-4
E-mail　kin@gakusyu.gr.jp

ＴＥＬ 03-5842-5644／ＦＡＸ 03-5842-5645

★詳しい入学案内は下記までご請求ください。

学んで知って力にしよう！学んで知って力にしよう！学んで知って力にしよう！

基礎コース

労働組合コース

締め切り：2012年5月20日消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷1－9－5－6F　全厚労ニュース係

当
選
者
１０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
2
月
号
の
答
え
：
サ
ン
カ
ン
シ
オ
ン
）

　
読
者
の
声
を
毎
月
読
ん
で
、
自
分

の
病
院
だ
け
で
な
く
電
子
カ
ル
テ
や

7
対
1
看
護
な
ど
業
務
が
増
え
、
患

者
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
現
状
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。
忙
し
い
中
で
も
業
務
を
改
善
し

て
、
患
者
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
時
間
と

ス
タ
ッ
フ
と
の
触
れ
あ
う
時
間
を
作

り
た
い
で
す
　
　
　
　
　
　（
秋
田
）

　
7
対
1
の
看
護
基
準
、
経
営
者
は

良
い
と
思
い
ま
す
が
、
ギ
リ
ギ
リ
の

人
員
で
働
い
て
い
る
現
場
は
よ
ほ
ど

の
体
調
不
良
で
な
け
れ
ば
年
休
も
使

え
な
い
人
員
配
置
、
計
算
を
合
わ
せ

る
た
め
の
他
部
署
か
ら
の
間
に
合
わ

せ
の
短
期
応
援
…
本
当
に
キ
ビ
シ
イ

で
す
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
海
道
）

　
税
と
社
会
保
障
の
改
革
の
本
質
と

問
題
点
の
記
事
を
読
み
、
消
費
税
は

収
入
の
少
な
い
人
ほ
ど
負
担
が
重
い

こ
と
、
富
め
る
者
は
ま
す
ま
す
富
み

貧
し
い
も
の
は
ま
す
ま
す
貧
し
く
な

る
と
…
ガ
ッ
カ
リ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
以
上
、
身
を
削
り
一
生
懸

命
働
い
て
い
る
私
た
ち
を
苦
し
め
る

こ
と
を
し
な
い
で
欲
し
い
と
願
う
ば

か
り
で
す
　
　
　
　
　
　
　（
福
島
）

　
春
…
別
れ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
別
れ
が
あ
れ
ば
出
会
い
が
あ

る
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
心
か

ら
の
感
謝
を
送
り
、
新
た
に
出
会
う

方
々
に
少
し
で
も
多
く
の
幸
せ
を
贈

り
た
い
で
す
。
平
成
24
年
度
、
一
人

で
も
多
く
の
人
が
最
高
の
笑
顔
を
浮

か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
！

　（
北
海
道
）

　「
春
め
く
」「
春
暖
の
候
」
な
ど
の

書
き
始
め
で
文
章
が
届
く
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
自
宅
の
前
は
例
年
に
見

た
こ
と
も
な
い
雪
山
が
で
き
て
い

て
、
1
0
0
年
に
1
度
の
気
候
の
せ

い
な
ら
歴
史
的
な
事
実
に
出
会
っ
た

喜
び
に
し
よ
う
と
「
プ
ラ
ス
」
思
考

の
私
で
す
　
　
　
　
　
　（
北
海
道
）

　
毎
回
興
味
深
く
読
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
久
喜
総
合
病
院
の
視
察
の
こ

と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
私
も

他
の
病
院
（
例
え
ば
佐
久
病
院
）
を

視
察
し
て
み
た
い
で
す
　
　（
福
島
）

長野　五味小百合さん、石井歩美さん、
　　　小笠原巧人さん
長野　五味小百合さん、石井歩美さん、
　　　小笠原巧人さん

　三厚労専従の畑中剛喜です。昨年10月
より、約28年間の臨床検査技師として充
実した病院勤務から、「50歳の決断」労
働組合への私の役割の必要性を考え、チ
ャレンジしています。
　初心として、私の給与は組合員の皆様
の大切な給与より組合費として支払わ
れ、その一部が私の給与である事を忘れず、組合員の皆様が、安心し
て働き続けられる職場である為に、みんなで協力し活動していきたい
と考えています。

　専従1年生、未体験の業務・知識不足など頼りなく不本意な日々
の中、良き先輩・全国のすてきな仲間と出会え・話し合える機会
が増えた事が幸いです。
　良き「父・夫・専従者」になれるよう、「ストレス・脂肪肝」に負け
ないで、「明るく、楽しく、元気よく」B型・金星人として活動して
いきます。… Hope springs eternal（希望は永遠にはばたく） 

　長野県からは、長厚労青
年部３役を紹介します。
　写真左から副部長の五味
小百合さん（富士見高原病
院支部：介護福祉士）、部長
の石井歩美さん（篠ノ井総
合病院支部：栄養士）、事務
局長の小笠原巧人さん（下
伊那厚生病院支部：臨床工
学技士）です。
長厚労青年部では毎月役員

会を開催し、この３人を中心に活発な活動をおこなっています。そ
して、今年の６月には「Ｋ’ｓステーション」が、ここ長野で開催さ

れます。現在、青年部一同、準備に奮闘しております。
全国の仲間のみなさん、初夏の爽やかな信州でリフレッシュしましょう♪
たくさんのご参加をお待ちしています！

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第62回は長野・三重にお願いを
しました。

三重　畑中剛喜さん
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